
 

 

人権だより（令和５年度１２月号） 

                   川之石高校人権委員会 担当 １年次１組 

 

長かった２学期もいよいよ終わりですね。みなさんはこの２学期、どのように学校生

活を送ったでしょうか。自分も、他の人もどちらも大切にできたでしょうか。 

  今月号の人権だよりでは、先月に行われた人権・同和教育ホームルーム活動の様子と

感想を載せました。振り返りながら読んでください。 

 

 

   １年次生は、「自分や周りに目を向けよう」というテーマで、各クラスがそれぞれの

角度から学習をしました。１組はユニバーサルデザインについて、２組は感染症につい

て、３組は LGBTQ＋について考えました。 

 

〇今まで気が付いてなかったユニバーサルデザインの背景について詳しく知ることが

できました。スロープをどのようなデザインにすると誰にとってもよりよいものになる

かを考えました。今後は、本当に必要な人が安心して使えるように勇気ある行動を起こ

せるようになりたいです。（１組） 

 

〇前で発表するのは緊張しましたが、み

んなが理解しようとしてくれていて良かっ

たです。各班で感染症のことや、感染症に

かかった人たちへの偏見や差別について深

く考えることができたので良かったです。

（２組） 

 

〇LGBTQ＋については何度も学習したことがあったけど、もし自分の側に悩んでい

る人がいたら…という考え方をしたことはありませんでした。今回の授業はそういう視

点で考えを深めることができたので良かったです。（３組） 

 

 

  ２年次生は「解放への歩みⅡ」と題して、水平社運動について学びを深めました。そ

れぞれのクラスで熱心な活動の様子が見られました。 

 

〇私たちは、愛媛の水平社運動をリードした松浪彦四郎さんについて学びました。松

浪さんが、自身の辛い体験を乗り越えて記者になり、水平社運動を愛媛県全体に広めた

行動力はすごいと思いました。現代に生きる私たちができることは、差別を自分事とし

てとらえ、すぐそばに潜んでいるものだという自覚を持つことだと思います。もし差別

を目にすることがあれば、自分にできることをしたいと思います。また「自分は差別を

していない。」と決めつけず、「知らない間に差別をしているのではないか。」と自分

の行動を振り返りたいと思います。（１組） 

～１年次生の活動より～ 

～２年次生の活動より～ 



 

 

〇松浪彦四郎さんは、自ら立ち上がって水平社運動を広めていました。その行動力に

驚きました。また徳永参二さんは、多くの人のために働きかけたり、各地へ赴いて演説

をしたりして立派だと思いました。自分たちにできることを考えましたが、まずは自分

の中から差別意識や偏見を取り除くことが第一歩だと思いました。（２組） 

 

〇全国水平社運動の始まりについて学習をしました。       

西光万吉さんや松浪彦四郎さんらが差別を無くすために 

尽力したことのすごさを改めて感じました。松浪さんは 

自分の部落だけお祭りのお神輿が回ってこなかった、と  

いう実体験をされています。自分の立場で考えると、と 

ても悲しいと思います。どんな理由があれ、差別は許さ 

れないし、これから無くしていかなければならないと思 

いました。（３組） 

 

 

 

 

  ３年次生は、「解放への取組Ⅱ ― 結婚差別の解消に向けて ―」というテーマで活

動をしました。どのクラスも自分たちの身に起こりうる問題としてとらえ、真剣に学習

をしている様子がうかがえました。 

 

   〇八幡浜市のアンケート結果を見ると、「人

権問題を解決するためには学校で教育をするべ

きだ。」と回答している人が多く、人まかせの

ような感覚があることに驚きました。私も今ま

で様々な人権問題を学習してきましたが、聞い

ただけで終わっていたのではないかと感じるよ

うになりました。自分が学んだことを、身近に

いる人に広げていくことが大切なのだと感じま

した。このまま終わらせず、正しい知識を広げ

ていけるようになりたいです。（１組） 

 

〇今回のホームルーム活動では、自分のしている行為が意図せず差別につながってい

るかもしれないということを学びました。また、八幡浜市の調査結果を見ると、「子ど

もが被差別部落の人と交際していたらどう思いますか。」という問いに対して、「全く

気にしない。」という回答が少なかったのが気になりました。たとえ言動に移して差別

をしなくても、気にしている時点で自分の中に差別があるということに気づかなければ

ならないと思います。（２組） 

 

〇今回は「結婚差別」について考えました。差別をしている自覚のない人が多くいる

ことが今の課題なのだと分かりました。この課題を解決するためには、多くの人が正し

い知識を持つことが大切になってくると思います。たとえ反対されても、諦めずに立ち

向かう気持ちがあれば、相手に伝わるのだということも知りました。また、悩みを抱え

込まず第三者や外部の機関に相談することの大切さも学びました。（３組） 

～３年次生の活動より～ 


